
10月 11月 12月 1月 2月 3月

・ 測定技術向上、データ管理充実（定点観測による傾向管理） ・ 運用中

・ 雨水の排出基準を明確化して早期に排出する運用とする
　（出来るだけ堰内のドライ状態を維持）

・ 運用中

・ フランジ型タンク全数への水位計の設置 ・ 施工済み

・鋼製円筒タンク（溶接型）への水位計の設置
・ 施工中（鋼製円筒タンク
（溶接型））

3 β線測定装置の調達計画の作成 ・ 計画的な調達実施（30 台確保予定） ・ 10台納入済み

・ 堰の設置されていない箇所の堰設置

・ 施工中（SPT受入水タン
ク、RO濃縮水受・RO処理
水受タンク）
・準備作業中（廃液供給タ
ンク、濃縮水受タンク、濃
縮処理水受タンク、蒸留水
タンク）

・ 堰の嵩上げ
・各エリアに設置されているタンク基数に応じた堰の高さ・容量の検討
・堰設置における工期短縮（プレキャスト工法等）の検討

・ 鋼材による嵩上げ施工
済み
・ H8・G4・G5工事実施中
（その他エリアは調査・設
計実施中）

・ 堰と土堰堤間の難透水化（コンクリート化など）
・ H8・G4・G5工事実施中
（その他エリアは調査・設
計実施中）

5 タンクの堰の二重化
・ 堰と土堰堤の二重化が出来ていない箇所の土堰堤設置及び堰と土堰堤
間の難透水化（横置きタンクエリアを除く）

・ フランジ型タンクのリプレイス方針を策定
（タンクの新増設及び汚染水の移送・処理方針を含む）

・ 第2回会議報告済み

・漏えいタンクの原因究明結果にもとづき、フランジ型タンクの運用計画(監
視･貯蔵)を策定(漏えいしたH4タンクのコンクリート基礎部の調査、他のフラ
ンジ型タンクにおけるH4タンクとの共通要因の有無を確認)

・ 詳細設計中

・様々なケース（地下水バイパス稼働、サブドレン稼働等）を想定したリプ
レース計画への影響評価

・ 規制庁へタンク増設計
画の半期報告実施済み

・タンクの水抜き優先順位の具体化

・第3回会議報告済み（方
針）
・優先順位の具体化検討
中

・リプレースされたタンクの廃棄物の処理方針 ・ 方針検討中

7 横置きタンクの漏えい防止、漏えい拡大防止 ・ 優先的に円筒タンクにリプレイスする

8
降雨等による斜面のすべりに伴う汚染水の移
送配管の損傷への対応

・ SPTから35m盤への配管の新規追加ルートを設置 ・ 施工中

・ SPT(A)をバッファタンクとして使用する循環ループ構成とし、ＨＴＩ建屋及び
プロセス建屋を徐々にループから外す

・ SARRY／KURION での水処理後の戻りライン（ＨＴＩ建屋及びプロセス建
屋）を設置し、水処理能力余裕分での滞留水の浄化を図る（集中ラドへ戻す
ラインの設置については再検討）

・ SARRY／KURION での水処理後の戻りライン（タービン建屋等）を設置し、
水処理能力余裕分での滞留水の浄化を図る。なお、当該ラインは建屋内循
環(Ｈ２６年度末)での活用も視野に入れ、検討を行う。また、海

・ システム設計検討中

・ SD 運用開始とともに建屋滞留水位を徐々に低下させていく

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
廃炉・汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

溶接型タンクのリプレイス計画の早期策定（次
回会合までに策定・報告）とフランジ型タンク
の再検証

6

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

9

タンクの堰や基礎部のコンクリート化、かさ上
げ、堰の設置（現状、堰のないＨＩＣを含めて）
※ＨＩＣは No.15へ

ＨＴＩ（雑固体廃棄物減容焼却）建屋、プロセス
建屋に滞留している汚染水の量の低減

原子炉建屋、タービン建屋の下に滞留してい
る高濃度汚染水への対応（汚染水の量の低
減、汚染水の濃度の低減 等）

4

循環ライン
信頼性

向上対策

課題・指摘事項

タンク対策

点検、パトロールの的確な実施（小さな漏えい
が判明できるように、しっかりデータをとって傾
向をみること）

1

水位計の設置等による常時監視（11月までに
実施予定）

2

▼ 11/29 工事完了フランジ型タンク水位計設置

▽H26. 2月【工事完了】鋼製円筒タンク（溶接型）水位計設置

▼ 12/9 運用開始（実機データを蓄積し、運用に反映）

現場調査・工程調整（溶接型タンク）

▽H26. 2月中旬【納入完了】 ▼ 10台納入

＜No.6　「溶接型タンクのリプレイス計画の早期策定（次回会合までに策定・報告）とフランジ型タンクの再検証」に依る＞

▼ 運用開始

▼ 運用開始

＜No.15　「地下水の流入を減らすための更なる対策」に依る＞

▽ H26.1月【方針策定】
処理方針検討

▼ 規制庁報告

原因究明

▼ 方針策定

▼ 12/6 法令報告書提出

他タンクの確認、補修工法の検討、詳細設計

▼ 方針策定水抜き優先順位検討

保有水計画検討

優先順位の具体化検討

調整中

前倒し調整中

対象25箇所完了

工事検討

▽ H26. 2月下旬目標【工事完了】配管新規追加ルート設置工事

使用前検査等調整中

平成26年1月20日

＜No.4　「堰と土堰堤間の難透水化（コンクリート化など） 」に依る＞

▽H26.2月中旬【工事完了】

▽ H26. 3月【工事完了】

SPT受入水タンク・RO濃縮水受タンク・RO処理水受タンク（堰設置）

蒸留水タンク（堰設置）

廃液供給タンク・濃縮水受タンク・濃縮処理水受タンク（コンクリート堰化）

調整中

資料２

土堰堤設置（調査・設計完了次第、順次工事着手）

土堰堤内浸透防止工（調査・設計完了次第、順次工事着手）

机上検討
（堰の高さ・容量・工法、ﾀﾝｸ運用）

コンクリート等による更なる堰の嵩上げ（調査・設計完了次第、順次工事着手）

▽ H1、H3、H4A、H5、H6、B、C、G3A、G4

▼ H4北東 ▼ H3

▼ E、B南鋼材による堰の嵩上げ

▼ H4東、H4
▼ H2北・南

▼ H1東

▼ H8北・南
▼ H5、H6、H9東・西

▼ G4北・南、C東・西

▼ B北
▼ G6北・南

▼ G3北・東・西

▽ H8
▽ H4B

▽ H9、G3B

▽ H2
▽ G5

▽ E、G6

システム設計

材料調達・機器製作

＜ステップ１：HTI建屋浄化＞

工事・試運転

　 H26年度下期より
▽【HTI建屋浄化開始】

システム設計

材料調達・機器製作

＜ステップ２：SPT(A)の滞留水移送バッファ化（プロセス主建屋浄化）＞

工事・試運転
　 H26年年度下期
▽【工事完了】

SPT建屋水抜等の検討

水抜き

タンク健全性確認

 H26年年度下期
【プロセス主建屋浄化】
▽

H26年度下期
　【建屋内循環冷却
▽システム設置】
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
廃炉・汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

課題・指摘事項

平成26年1月20日

資料２

・ 台風･竜巻対策：飛来物によるタンク損壊を防止するため仮設設備の固
縛、機材・車両をタンク近傍に置かないことを徹底する

・ 実施中

・ 豪雨対策：堰内雨水が汚染している場合に備えて 4,000トンノッチタンクへ
の移送ライン、さらには T/B への移送ラインを順次整備

・ Hエリアから4,000トンノッ
チタンクへの移送ライン設
置完了
・ 2・3号機T/Bへの移送ラ
イン設置完了
・雨水貯水タンク設置中

・ 豪雨対策：堰内コンクリート面の清掃・塗装により雨水の汚染を防止
・ 実施中（汚染しているエ
リアから順次）

・ 豪雨対策：堰の嵩上げ

・ 豪雨対策：タンクへの雨どい設置（雨どい水の汚染のないことの確認）
・優先度１設置完了
・優先度２施工中

・雷対策についての再評価（汚染水漏えい防止の観点から） ・ 第3回会議報告済み

・堰内の雨水排出に関する基本的な考え方の決定および具体的な雨水排
出手順の策定

・ 手順書完成済み

・ 現行津波対策計画（建屋床開口部閉鎖）で汚染水が流出しないことを再
確認する

・ HTI建屋内部工事実施
中
・ 1･2号機T/B･C/B 外部
工事完了、内部工事実施
中

・ 汚染水の浄化

12
１号機取水口北側エリア（観測孔0-1があるエ
リア）における水ガラスによる土壌改良の検討

・ 0-1の高トリチウムの原因調査の目的で観測孔3箇所（5本）を追加。原因
に応じ、トリチウム拡散を抑制する地盤改良の範囲を検討

・ 0-4、0-1-1、0-1-2、0-
3-1、0-3-2、1T-6サンプリ
ング実施中
・汚染源特定のための地
下水シミュレーション実施
中

・ Bラインの暗渠化 ・ 施工中

・連続監視モニタ設置
・港湾側へ導ける排水路の設置

・ モニタ試運用中
・ 排水路設置 準備作業中

14 ＨＩＣの運用
・ HIC貯蔵施設は、できるだけ堰内をドライ状態に維持する考え方で、運用
計画を明確化する

・ 運用中

11
アウターライズ津波を超える津波リスクへの対
応(堤防の設置の検討)

10 台風、ゲリラ豪雨、竜巻等へのリスクの対応

自然災害
対策

海への汚染水流出リスクを低減するための側
溝の対策

13

漏えい
防止対策

▽ H26年度上期【工事完了】　HTI建屋　防水化対策

H26年度上期【１・2号機完了】 ▽

1・4号機R/B･Rw/B　防水化対策

　プロセス主建屋・サイトバンカ建屋　防水化対策
　  H26年度下期
▽【工事完了】

▼【工事完了】

1･2号機T/B･C/B　防水化対策（内部）
　  H26年度下期
▽【工事完了】3・4号機屋T/B･C/B　防水化対策

▽ H26年度上期【工事完了】

2・3号機R/B･Rw/B　防水化対策
　  H26年度下期
▽【工事完了】

▼ サンプリング開始 （掘削後、順次サンプリングを実施）

▼ 12月上旬【掘削完了】追加孔掘削

地下水シミュレーション（１号取水口北側まで拡大実施）

▽ B北

＜No.9　「原子炉建屋、タービン建屋の下に滞留している高濃度汚染水への対応（汚染水の量の低減、汚染水の濃度の低減 等)」に依る＞

1･2号機T/B･C/B　防水化対策（外部）

排水路暗渠化材料、ゲート製作

排水路暗渠化・ゲート設置・枝排水路仮閉塞（枝排水路は堰二重化および排水路付替完成以降に復旧予定）
▽ 1月【工事完了】

排水路清掃・補修、排水路内のケーブル移設

実施中

＜汚染しているエリアから順次【工事開始】（堰の嵩上げは No.4参照） ＞

雨水抑制対策検討

▼ H8南

▼ 10月【運用開始】

連続監視モニタ設置工事

▽ H26.3月【試運用完了】▼ 12/12 試運用開始

排水路設置検討

▽ H26. 3月【設置完了】

現場測量・材料発注

排水路設置

調整中

▼ 10月初旬【Hエリア工事完了】 Gエリアについては状況を見ながら設置

4,000トンノッチタンク
移送ライン設置

T/B移送
ライン設置

雨水貯水タンク（500トン）設置

タンク設置後、順次水張り

▽H26. 1月中旬【工事完了】

堰内床面塗装（既施工エリア）

▼ H3
▼ H9東

▼ H9西
▼ H2南

▼ H2北
▼ H1東

▼ H8北
▼ H6

▼ G6南

▽ B南

堰内床面塗装（工事中エリア）

▽ H4北東

▼ G6北
▽ G3東、G5

▽ H5
▽ E▽ H4東

▽ H4

▽ C東
▽ C西、G3北

11/26箇所完了

▽ G3西

▽ G4南 ▽ G4北

▼ 方針策定方針検討

タンク天板への雨樋設置

 H26. 3月
　【１～４号機円筒型フランジタンク完了】
▽▼ 優先度１（H4北、H4東、H2南、H3、B南）完了

製作・準備作業 ▼ モックアップ実施

▼ 12/4 手順書施行手順書作成

▽ 優先度２（H2北、H9、H9西、C東、C西、G6北、G3北）完了
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
廃炉・汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

課題・指摘事項

平成26年1月20日

資料２

・ ＨＴＩトレンチの止水、１号Ｔ／Ｂケーブルトレンチ止水

＜HTI建屋＞
・ 準備作業実施中
＜1号機T/B＞
・掘削作業中

・サブドレン復旧・稼働（浄化装置）

・ 浄化装置製作中
・ 集水設備設置工事施工
中
・ 浄化装置建屋工事施工
中

16 海側遮水壁の構築 ・ 海側遮水壁の早期竣工の検討

＜港湾内＞
・ 継手止水処理、埋立実
施中
＜港湾外＞
・ 鋼管矢板打設、継手止
水処理実施中

漏えい
防止対策

15 地下水の流入を減らすための更なる対策

既設ピット濁水処理（浄化前処理）

建屋周辺地下水水質調査、1T-6観測井設置

タンク設置
ヤード整備

▽中継タンク基礎設置

▽集水タンク基礎設置

＜集水設備設置＞

掘削準備作業

N6ピット掘削

N1ピット掘削

N2ピット掘削

N8ピット掘削

N7ピット掘削

N5ピット掘削

サブドレンピット内設備
ヤード整備

浄化装置建屋工事
ヤード整備、測量、敷地造成

▽H26．9月【工事完了】

＜サブドレン他浄化設備＞

浄化設備 設備設置

N9ピット掘削

N10～N13ピット掘削

▽準備工事

▽基礎工事 ▽鉄骨工事

鋼管矢板打設

▽ H26．9月【工事完了】

継手止水処理

＜港湾内＞

埋立

くみ上げ設備工事

鋼管矢板打設

継手止水処理

鋼管矢板打設

＜港湾外＞

継手止水処理

くみ上げ設備工事 ▽ H26．9月【工事完了】

▼ 鋼管矢板打設完了

▽ H26. 6月【工事完了】

工法検討
＜HTI建屋＞

準備工事

ダクト内の地下水流入抑制工事

建屋内の地下水流入抑制工事

＜1号機T/B＞
工法検討

測量

掘削・仮堰設置

ドライアップ・建屋止水

本設止水堰設置

信頼性向上対策としてトレンチ閉塞

調整中

調整中
（現場の状況による）
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●

 
コンクリート基礎堰高さの適正化

 ●

 
外周堰の整備

 ●

 
コンクリート基礎堰～外周堰間の浸透防止工

No.4

汚染水拡散防止設備整備工事の進捗状況について

1



１．設備整備の基本計画（コンクリート基礎堰）

タンク

コンクリート基礎

基盤

アンカー

タンク

コンクリート

 
により構築

仮設堰

基盤

コンクリート基礎

鋼材方式 コンクリート方式

 

（A）

鋼板アングル

■

 
コンクリート基礎堰高さの適正化

 ３タイプの工法によりコンクリート基礎堰高さの適正化を図る。

 ●鋼材方式

 鋼材により所定の高さの堰を設置し、コンクリート基礎にアンカーにより固定する。

 

堰の外側に配管が

 ある箇所に適用。

 ●コンクリート方式

 
(A)

 コンクリート堰が設置されていない箇所に適用。暫定に設置されている仮設堰は堰の完成後撤去。

 ●コンクリート方式

 
(B)

 既にコンクリート堰があり、外側に配管がない箇所に適用。

タンク

基盤

コンクリート基礎

コンクリート方式

 

（B）

コンクリート

 
により構築

2



１．設備整備の基本計画（外周堰）

■
 

外周堰の整備
 ２タイプの工法により外周堰の整備を図る。

 ●土堰堤・法面方式

 
土堰堤や造成法面、自然斜面を利用し外周堰を構築。

 ●擁壁方式

 
土堰堤を設置する用地がない場合はコンクリート擁壁を設置し外周堰構築。

土堰堤・法面方式 擁壁方式

擁壁

浸透防止工

基盤

浸透防止工

基盤

土堰堤・法面

3



１．設備整備の基本計画（浸透防止工）

■
 

コンクリート基礎堰～外周堰間の浸透防止工
 ３タイプの工法により浸透防止を図る。

 ●コンクリート方式

 
コンクリートにより浸透防止を図る。比較的緩斜面に適用。

 ●シート方式

 
シートにより浸透防止を図る。比較的急斜面に適用。

 ●ウレタン系防水塗装方式

 
移送配管が所定の高さまで持ち上げられない箇所の下部に

 適用。植物の発生防止のための防草シートなどを設置し、

 ウレタン系の防水塗装を実施。

1. 配管設置状況

2. 配管の持ち上げ

3. 防草シート等の設置

Ｈ鋼等

防草シート等設置

浸透防止工

 
（コンクリート）

コンクリート方式 シート方式

コンクリート

基盤

コンクリート

基盤

シートコンクリート

浸透防止工

 
（ウレタン系）

4. 防水塗装

ウレタン系防水塗装方式

4



２．平面配置計画

■

 
コンクリート基礎堰、外周堰の平面配置計画は以下の通り。

:土堰堤・法面方式

:擁壁方式

:鋼材方式

:ｺﾝｸﾘｰﾄ方式（A)

○外周堰

○ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎堰

:ｺﾝｸﾘｰﾄ方式（B)

5



３．進捗状況（Ｈ８エリア）

■

 
Ｈ８エリア及びＧ４，Ｇ５エリアで工事を開始している。

 ● Ｈ８エリア

 既存のコンクリート堰の内側に嵩上げ鋼材を設置し、アンカーにより固定する形式を採用。

 現在嵩上げ鋼材を工場にて製作中。

 Ｈ８エリアでは外周堰の整備、浸透防止工設置のための整地工を実施中。

タンク

嵩上げ鋼材

コンクリート基礎

基盤

9
0
c
m

側面

背面

工事状況

アンカー

土堰堤整形状況

浸透防止工整地状況

6



タンク

コンクリート基礎

基盤

● Ｇ４，Ｇ５エリア

 Ｇ４，Ｇ５エリアはタンクの基礎工事中のため、現状ではコンクリート堰が設置されていない。

 このため、所定の高さまで、コンクリートにより堰を構築する形式を採用。

 現状暫定的に設置されている仮設堰（鋼材）はコンクリート堰完成後撤去する。

工事状況

G4 : 75cm
G5 : 105cm

コンクリート

 堰の設置

仮設堰

コンクリート堰完成状況

 

G4エリア

３．進捗状況（Ｇ４，Ｇ５エリア）

7



■

 
汚染水拡散防止設備整備工事の工程は以下の通り。

コンクリート基礎堰設置 外周堰、浸透防止工

G6

G5

G4

G3B

G3A

E

C

B

20 31

2月

10 20 28

H1

10
場所

3月

10 20 31

1月

H2

H3

H4A

H4B

H5

H6

H8

H9

備考

４．工程

8



No.6

今後のタンク増設計画について

9



タンク

タンク

タンクヤードへ タンクタンク

タンクタンク

タンクの設置まで
【現地溶接型タンク】【完成型タンク】

工場部品加工工場製作

工場検査
(抜取)

工場検査
(抜取)

資材輸送

海上輸送
工場→小名浜
曳航船交換
小名浜→１F

現地溶接

現地検査
(抜取)

水切り
(岸壁への荷揚げ)

港湾物揚場

1F構内輸送

現地据付
(現地検査含む）

ｽｰﾊﾟｰｷｬﾘｱ
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工程前倒し検討（１）

工程前倒検討

 結果
H25.12.12会

 議提示工程
今回工程 内容・改善効果

開発ペース目

 標の設定
前提無し ４万m3/月 目標の明確化。H26年度に発

 生するALPS処理水50万m3

 弱を新規タンクで貯留するこ

 とを目指すこととした

計画(発注、実

 施計画申請等)
早期のタンク設置のため、実施計画

 変更認可前に材料発注、製造開始
J3Ⅱ期分以外は発注した

製造（適用規

 格ほか）
JSME、JIS併記 実施計画の変更申請でJIS適用

 を追記した

検査関係 書類審査・抜取検査ベース 抜き取り方法を協議中

設置工程の見

 直し
発注前ベース

（J1,G7のみ発

 注済み）

発注に伴い、詳

 細工程が明確に

 なったことを反

 映（J2,D,J3Ⅰ

 期の追加発注）

資材調達開始に伴い納入時期

 が明確になった点を反映した

 (材料調達工程1-2ヶ月短縮)
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工程前倒し検討（２）

工程前倒検討

 結果
H25.12.12会議提

 示工程
今回工程 内容・対応状況

単基容量・総

 容量の反映
完成型1,000m3

現地溶接2,400m3

メーカー設計・配置

 計画を反映
D

 
：

 
+1万m3

J3

 
I期：

 
+1万m3

J3

 
II期：

 
+1.5万m3

海上輸送関係 １船団方式

5月8基、６月以降

 16基輸送

2船団方式

海象を分析して月ご

 とに輸送回数を検討

 (30-70基輸送）

2船団方式、海象の分析

 により、輸送能力は従来

 想定の2往復から、8往

 復まで増加可能であるこ

 とを確認した

物揚場仮置き

 場確保
仮に8基を仮置きす

 ると仮定
他工事(主に建築）

 と調整をして8基可

 能となるよう調整

8基仮置き出来ることに

 より、2日で10基の水

 切りが可能であることを

 確認した。スーパーキャ

 リア2セットにより2基/

 日の輸送が可能

スーパーキャ

 リア
１セット(２台） 2セット(4台）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
見直し

4.0 19.0 16.0 20.0 19.0 15.0 4.0

前回提示
15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 7.0

見直し
19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2

前回提示
19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2

見直し

6.0 6.0 12.0 18.0

基数 5 5 10 15

前回提示
4.0 8.0 8.0 8.0 4.0

基数 4 8 8 8 4

見直し
14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.5

前回提示
9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6

見直し

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 2.0

基数 8 8 8 8 8 2

前回提示

8.0 8.0 8.0 8.0

基数 8 8 8 8

変更無し
4.2 2.8

基数 6 4

見直し 4 19 16 20 29 24 24 45 42 42 42 36 34 34 34 0 0 0 0

基数 0 0 0 0 11 9 18 23 8 8 8 2 0 0 0 0 0 0 0

前回提示 15 15 15 15 19 22 23 16 35 31 29 29 29 29 29 29 10 10 10

基数 0 0 0 0 6 8 16 16 16 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成25年度 平成26年度 平成27年

輸送路改修
（送電線移設、信号機撤
去ほか）

月別タンク設置量

リプレース

J1

J2
現地溶接

J3
Ⅰ期
完成型

J3Ⅱ期
現地溶接

Dエリアノッチタンクリプ
レース
完成型

G7エリア完成型タンク
完成型

Jエリア
タンク建
設

地盤改良・基礎設置水移送

タンク組立
残水・撤去

太数字：タンク容量（単位：千m3）

地盤改良・基礎設置水移送

タンク組立
残水・撤去

地盤改良・基礎設置

タンク

残水・撤去

工程前倒し検討結果

タンクリプレースにより4万m3

 
を達成することを目指す
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水バランス
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万

タ
ン

ク
容

量
・
保

有
水

量
（
m

3
）

タンク合計　[前回提示]

タンク合計　[前回提示]運用考慮（※）

タンク合計　[見直し後]

タンク合計　[見直し後]運用考慮

保有水合計

検討条件
ウェルポイント汲み上げ量
・12/11～ 汲み上げ量 60m3/d
  H26.5.1～5/30 2,3号トレンチ   計11,000m3汲み上げ
ALPS稼働ケース
・11/21～ ALPS　（3系統 稼働率100%：500m3/d処理）
ALPS稼働時に薬液分10%増加とする
建屋水位調整量
・地下水バイパス　　　　 H26/2/1～3/31  計15,000m3
　地下水バイパス稼働　H26/4/1～　  地下水流入量 350m3
・サブドレン　　　　 　　　　H26/8/1～9/30　計15,000m3
　サブドレン設備稼働　　H26/10/1～　地下水流入量 80m3
その他
・地下貯水槽ⅰ～ⅲ　H26/1/1～H26/1/31　1,500m3
・廃液供給タンク　H26/4/1～h26/4/30　2,000m3
・Dエリア　4,000m3　ろ過水　5,000m3　H26/3/1　計9,000m3減
・H1エリア　H26/9/30　20,000m3減
・H2エリア　H26/10/31　10,000m3減
・ｽﾛｯｼﾝｸﾞ対策　H26/10/31,H26/11/30　計20,000m3減

※タンク運用に必要な容量 25,000m3 を考慮する
○RO処理水　○RO濃縮水受入　○RO濃縮水再循環払出
○RO濃縮水ALPS払出　○ALPS処理水受入　について
各5,000m3 のバッファを考慮

フランジタンクを空に

 
出来る余力→リプレース可

※Dエリア・H1/H2エリア以降の水抜き・リプレースは本グラフには

 
反映していない
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更なる調整・検討事項（１）

汚染水対策に係る各施設からの水抜きの優先順位確立

水抜きの時期はタンクの安定運用確保が前提

水抜きの対象 水量(m3) 水抜き計画

Dエリアタンク 4,000
26年1月から

（至近のタンク容量不足を乗り切るためリプレースを

 
急ぐ；リプレースは本年6月から）

H1/H2ブルータンク 30,000 26年7月から
（Dエリアのリプレース後の溶接型タンクに移送）

フランジタンク

（うちType-Ⅰ）

308,000

 （129,000）
検討中

海水配管トレンチ水 11,000 26年5月から
（T/B等に徐々に移送する）

No.1ろ過水タンク 4,600 26年内は貯蔵を継続
（実施計画の記載を変更する必要あり）

スロッシング対策
20,000

（必要容量検討中）
26年内を目標

1エリア1空タンク確保 20,000 検討中
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更なる調整・検討事項（２）

今回策定した工程で調整が必要な事項
J3エリアⅡ期分の早期発注（１月中発注見込み）。

溶接検査についてタンク製造工程に影響がない検査方法について、原

 子力規制庁と折衝（現在折衝中）。

リプレースにより撤去したタンクの保管方法の検討

リプレースに向けた、タンク撤去、タンク除染方法の検討

平均４万ｍ３／月の達成のためのリプレース計画の策定及び
 リプレース用タンクの発注
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【参考】海上輸送の課題・分析


 

オプション１の場合、１回の航行時間が長いので、基地（小名浜）と１Fの往復の所要時間は短いが、冬・

 
春先は航行回数が大幅に制限される可能性がある。



 

オプション２の場合、１回の航行時間が短い代わりに、寄港数が多くなる可能性があるので、基地（広野）

 
と1Fの往復の所要時間が長くなる可能性があるが、冬・春先にオプション１より往復回数を増やせる可能

 
性がある。



 

２船団が連続2日で入港することを前提に仮置きヤードを確保済。

 

係船設備の関係で２船団が同日出港する

 
場合は１船団を広野/２Fで待機させる



 

以上から、季節ごとの1船団の往復回数は次のように想定できる（カッコ内は2船団の場合）


 

7,8月：7往復（14往復)、1,5,6,9,12月：5往復（10往復）、2,10,11月：4往復（8往復）、3,4月：3往復（6往

 
復）

工場

小名浜

広野

２Ｆ

１Ｆ

5基/船

曳航船

 
交換

未明出向

早朝1F入港

昼間水切り

夕刻1F出向

夜間小名浜入港

工場

小名浜

広野

２Ｆ

１Ｆ

5基/船

曳航船

 
交換

早朝1F入港

昼間水切り

夕刻1F出向

曳航船

 
交換

曳航船

 
交換

オプション１：夏場 オプション２：冬・春先

退避・

 
1F入港

 
待機

退避
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【参考】航行機会実績

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

航
行

機
会

（
回

数
）

１日間有義波高が1.5m未満の回数

２日間有義波高が1.5m未満の回数
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【参考】海上輸送の今後予定

月

 

工事件名

２０１４年（H26年） ２０１５年（H27年）

１

 

月
２

 

月
３

 

月
４

 

月
５

 

月
６

 

月
７

 

月
８

 

月
９

 

月
１０

 

月
１１

 

月
１２

 

月
１

 

月
２

 

月
３

 

月
４

 

月
５

 

月

雑個体廃棄物工事 1

キャスク工事 2 2

＃３カバリング工

 

事
1 2 2 1 3 1 2 1 1 1

完成型タンク 3 2 4 5 2 2 2 1

輸送予定

 

計 0 0 0 3 3 5 7 4 5 7 2 2 1 1 1

輸送可能回数 10 8 6 6 10 10 14 14 10 8 8 12 10 8 6 6 10

タンク用割当余力 10 8 6 3 7 5 7 10 5 1 6 10 9 7 5 6 10

単位；回数
2船団方式にすることにより、海上輸送能力は余裕有り
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３号カバー

【参考】水切り仮置きヤード計画
輸送船団は7往復/月が最大の予定
最大月でも4日に1回の入港
航行計画からは1往復3日を予定しているので、2船団方式をとっても、3日連

 続して入港することはない
2日連続した場合のプロットを下図に示す（8基仮置き場があれば、十分に余裕

 有り。仮に3日目以降に船荷が来ても、スーパーキャリアで2基運搬する分も含

 めて、４基は水切り可能）

タンク

タンク

１号カバー

３号カバー

キャスク

2日目分タンクヤードへ

1日目分タンクヤードへ タンク

タンク タンク タンク
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新事務本館西側駐車場

5号機南側駐車場
航行管制用信号灯

新事務本館東側駐車場(1)

新事務本館駐車場

不用品置き場

航路標識ブイNO.7

#6共通配管ﾀ゙ ｸﾄ(ﾄﾚﾝﾁ) #5共通配管ﾀ゙ ｸﾄ(ﾄﾚﾝﾁ)

重軽油配管ﾄﾚﾝﾁ(#5)

陸地処分用搬出設備進入路

正門周辺歩道

保健安全ｾﾝﾀｰ別館西側

水処理建屋-T/B連絡ﾀﾞｸﾄ

重油配管ﾄﾚﾝﾁ(PP南）

旧事務本館西側ﾀﾞｸﾄ

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ配管ﾀﾞｸﾄ

＃１活性ﾎｰﾙﾄ゙ ｱｯﾌﾟﾀﾞｸﾄ

#3防災用窒素配管ﾄﾚﾝﾁ
#6ｽﾄｰﾑﾄﾞﾚﾝ配管ﾄﾚﾝﾁ

#５重軽油配管ﾄﾚﾝﾁ

#４ｽﾄｰﾑﾄﾞﾚﾝ配管ﾄﾚﾝﾁ

#２変圧器防災廻り電線管路

#1変圧器防災用ﾄﾚﾝﾁ

#２
変
圧
器

防
災
用

ﾄﾚ
ﾝﾁ

#３変圧器防災用ﾄﾚﾝﾁ #４変圧器防災用ﾄﾚﾝﾁ

港湾事務所

#1予備電源ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

補修箇所

＃５、６

電気防食用電源盤位置

用水地

＃２　Ｔ/Ｂ

ＲＷ/Ｂ

＃４C/Ｂ

超高圧開閉所

工事用変電所

超高圧
開閉所

OP+10.000

ＲＷ/Ｂ

Ｒ/Ｂ

＃1C/Ｂ

Ｒ/Ｂ＃2C/Ｂ

＃３.４

Ｒ/Ｂ

＃３　Ｔ/Ｂ

ＲＷ/Ｂ

＃３C/Ｂ

主排気ファン

高温焼却炉
運用補助
共用施設

Ｒ/Ｂ

＃４　Ｔ/Ｂ

貯蔵設備建屋

ＳＰＴ

建屋

放射性廃棄物

集中処理建屋

高放射性固体廃棄物

ポンプ室

S/B

ポンプ室

＃１

ポンプ室

＃２

S/B

＃３

ポンプ室
＃４

旧
事
務

本
館

バス待合所

ﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄ

港

消
火
設
備
小
屋

３号機

活性炭ホールド

FSTR建屋

集中処置設備建屋

アップ建屋

FSTR建屋(1,2機)

１，２号機

活性炭ホールド

アップ建屋

放射性廃棄物

#5逆洗弁室

設備電源室潤滑油倉庫 #5,6取水

ﾊｳｽﾎﾞｲﾗ建屋

消波堤

1
:2

O.P 物 揚 場
+5.000

#1,2碍子洗浄用ﾀﾝｸ

#3,4碍子洗浄用ﾀﾝｸ

#1,2

水処理建屋

水処理
建屋

NO.41（ボイラ建屋）

O.P+29.000

不燃物処理施設

275kV GIS基礎部

NO.8
防火用
水池

#1,2,3
放水口

#4放水口

#1共通配管ﾀﾞｸﾄ(東側)

#1
共
通
配
管

ﾀﾞ
ｸﾄ

(北
側
)

#2共通配管ﾀﾞｸﾄ

#6ﾊﾟｲﾌ゚ ﾀﾞｸﾄ

#6
海
水
配

管
ﾀﾞ
ｸﾄ
(S
W系

)

#6
海

水
配

管
ﾀ

ｸ゙ﾄ
(補

械
系

)

#6
海
水
配
管
ﾀﾞ
ｸﾄ
(補

機
系
)

#5
海
水
配
管

ﾀ゙
ｸﾄ
(S
W 系

)

#5
海
水
配

管
ﾀ
ﾞｸ
ﾄ(
補
機

系
)

#5海水配管ﾀ゙ ｸﾄ(SW系)

#1
海
水
配
管
ﾄﾝ
ﾈﾙ

#3
海
水
配
管
ﾄﾝ
ﾈﾙ

#4
海
水
配

管
ダ
ク
ト

細
谷

川

排
水
路

(A
ﾗｲ
ﾝ)

排
水
路
(B
ﾗｲ
ﾝ)

排水路(Bﾗｲﾝ)

排
水
路
(C
ﾗｲ
ﾝ)

＃１　Ｔ/Ｂ

排水路（Ａライン）

＃６

OP+44.000

進
入
路

＃８

＃７

多 目 的 運  動 場
テニスコート

バレーコート

開閉所
超高圧

＃６　Ｒ/Ｂ

#5,6

＃６　Ｔ/Ｂ

＃６
ポンプ室

第１土捨場

＃５

＃４

団体廃棄物貯蔵所

OP+42.000

ＲＷ/Ｂ

＃５　Ｔ/Ｂ

＃５　Ｒ/Ｂ

Ｃ/Ｂ

＃２

団体廃棄物

貯蔵所

＃１

新事務本館

気象観測塔

定検用機材倉庫

新事務本館東側駐車場(2)

情
報
棟

厚生棟 一次

消 波 護 岸

ポンプ室
＃５

カーテンウォール 取水口

保健安全

センター
キヤスク保管建屋

検潮所

通信ケーブル管

排
水
路

（
Ｂ
ラ

イ
ン

）

福島原子力

守衛所

技能訓練センター

工事用送電線

排
水
路
（
Ｃ
ラ
イ
ン
）

①

②③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭
⑮

⑰

⑱

⑯

⑲

⑳
21 　22 　24

　26　25

　23

１－１

2-2

3-34-4
5-56-

7-7

8-8

9-9
10-10

【参考】移動経路と支障物

：干渉箇所

大熊線

構内配電線

防護設備
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【参考】至近の水移送計画

○至近のタンク容量不足を乗り切るためDエ

 
リアタンクの水抜き・撤去・リプレースを急

 
ぐ。Dエリアタンクの水(RO処理水)はH1ブ

 
ルータンクの空き容量に移送(本年1月より)

○H1、H2エリアのブルータンクは、基礎堰も

 
なく、連結弁も全てには設置されていないの

 
で、漏洩リスクが高く、フランジタンクより

 
先にリプレースする。水はリプレース後のD 
エリア溶接型タンクに移送(本年7月より)

○H26年度前半は、日々発生するRO濃縮水を

 
フランジタンクに貯蔵しつつALPSで処理し、

 
ALPS処理水はJ1エリア新設タンクに移送

○H26年度後半は、日々発生するRO濃縮水の

 
減少とALPS処理量の増強に応じて生まれる

 
タンク余裕をにらみつつ、フランジタンクの

 
水抜き・撤去・リプレースを進める

○Dエリアはノッチタンクの集合体→

 
面積効率が悪い（容量4,000m3程度）

 
→リプレースすると増容量が可能→

 
リプレースとしては優先順位が高い

H1ブルータンク

H1/H2ブルータンク：
水移送・残水処理・タンク撤去：H26/7-9
基礎・タンク設置

 

H26/9以降

H1ブルーの空き

 

←

 

Dから移送・タンク新設

 

←

 

H1/H2ブルーから移送

Dエリア箱型タンク：
水移送・残水処理・タンク撤去

 

H26/1-3
基礎設置

 

H26/3-7
タンク設置開始

 

H26/6-11
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【参考】タンクエリア図

Ｈ2

H9

Ｂエリア

Dエリア

Hエリア

Ｇエリア

Ｈ8

ⅲ

ⅱ

ⅵ

ⅴ

ⅶ

ⅰ

Eエリア

Ｈ5

Ｈ6

G6

Ｃエリア

G4

G5

G3

H3

Ｈ1

J1エリア

雨水用ﾉｯﾁﾀﾝｸ

伐採木保管

使用済ｾ
ｼｳﾑ吸着
塔一時
保管施
設

伐採木保管 ｶﾞﾚｷ保管

伐採木・ｶﾞﾚｷ保管
ｶﾞﾚｷ保管

使用済ｾｼｳﾑ吸着塔
一時保管施設ｴﾘｱ

廃ｽﾗｯｼﾞ一
時保管施設

ⅳ

入退域管理

車輌ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

雨水用ﾉｯﾁﾀﾝｸ

地下
貯水
槽

H4

J2エリア

J3エリア

G7
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No.9

ＨＴＩ（雑固体廃棄物減容焼却）/プロセス主建屋
 バイパス計画の検討状況

24



１．全体計画

【現状】タービン建屋地下滞留水を集中R/W建屋地下（ＨＴＩ，主プロセス建屋）に移送し，

集中R/W建屋地下をバッファとして処理を行う循環ラインを構成。

ステップ１：ＨＴＩ建屋の地下滞留水浄化

・HTI建屋地下を滞留水処理の循環ループから外し，プロセス主建屋地下のみをバッファとする。(*)

・処理装置の処理能力余裕分（主にKURION）によりＨＴＩ建屋地下滞留水の浄化を実施。

ステップ２：ＳＰＴ（Ａ）活用によるプロセス主建屋の地下滞留水浄化

・滞留水処理の循環ループのバッファタンクとしてＳＰＴ（Ａ）を用いることで，プロセス主建屋地下を

滞留水処理の循環ループから外す。(*)

・処理装置の処理能力余裕分（主にKURION）

 
により主プロセス建屋地下滞留水の浄化を実施。

(*)建屋地下の浄化後，豪雨等による滞留水急増等に対応するため，当面は非常用の貯留場所として運用予定。

なお，本計画にて設置するラインは建屋内循環冷却システムの一部を構成する。

25



２－１．ＨＴＩ建屋及びプロセス建屋浄化時のシステム概要

処理能力余裕分（KURION）による
HTI地下滞留水の浄化

＃１～＃３
Ｒ／Ｂ

＃１～＃４
Ｔ／Ｂ

＃１～＃３
ＣＳＴ 処理水

濃縮水

ＳＰＴ（B）
貯蔵タンク

ＨＴI 

P

セシウム除去
（SARRY)

P

プロセス
セシウム除去
（KURION)

P

P
ＳＰＴ受入水

タンク
P

浄化(循環)

炉注水

RO塩分除去

（淡水化）

HTI建屋を循環ループから外し
プロセス主建屋のみをバッファとする。

集中RW

＃１～＃３
Ｒ／Ｂ

処理能力余裕分（KURION）による
プロセス主建屋地下滞留水の浄化

滞留水移送のバッファをSPT(A)とする移送ラインを設置

＃１～＃４
Ｔ／Ｂ

＃１～＃３
ＣＳＴ 処理水

ＳＰＴ（B）
貯蔵タンク

ＨＴI 

P

セシウム除去
（SARRY)

P

プロセス
セシウム除去
（KURION)

P
ＳＰＴ受入水

タンク
P

ＳＰＴ（A）

P

浄化(循環)

炉注水

RO塩分除去

（淡水化）

集中RW

プロセス建屋を循環ループから外す

P

ステップ１：ＨＴＩ建屋浄化

ステップ２：プロセス建屋浄化
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２－２．建屋内循環冷却設置時のシステム概要

濃縮水
（地下水流入分は貯槽タンクへ移送）

水処理能力余裕分で地下滞留水浄化が可能

Ｒ／Ｂ Ｔ／Ｂ

＃１～＃３
ＣＳＴ 処理水

ＳＰＴ（B）
貯蔵タンク

ＨＴI 

P

セシウム除去
（SARRY)

P

プロセス
セシウム除去
（KURION)

P

P
ＳＰＴ受入水

タンク
PＳＰＴ（A）

P
塩分除去
（淡水化）

処理水

濃縮水
（既設ROはバイパス）

浄化(循環)

浄化(循環)

浄化(循環)

炉注水

RO塩分除去

（淡水化）

集中RW

濃縮水

建屋内循環冷却システム（Ｔ/B建屋内ＲＯ設備を含む）

（H26年度末までに設置予定）
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３．スケジュール概要

平成25年度下期 平成26年度上期 平成26年度下期 備考

ステップ１

ＨＴＩ建屋浄化

ステップ２

SPT（A）の
滞留水移送
バッファ化
（プロセス主建屋浄化）

タンク

健全性確認

＊サブドレン浄化装置運用開始後，貯蔵タンク空容量をふまえて，水抜き時期を検討。

システム設計

工事・試運転
HTI建屋
浄化

材料調達・機器製作

SPT建屋水抜等の検討
水抜き*

システム設計

材料調達・機器製作

ＳＰＴ(Ａ）運用
（プロセス主建屋浄化）

工事・試運転

建屋内循環
冷却システム設置
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No.10

雨水処理の実施状況について
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１．雨水処理にかかる対応状況の概要

堰内の降雨による溜まり水の対応
（排水基準以下のもの）


 
サンプリング用タンクに汲み上げ、放射能濃度を分析・確認の上、排水。



 
従来，各タンクエリアにそれぞれ40トン程度のノッチタンクを設置して対応してき

 たが，分析・排水の迅速化を図るため，別途大容量（500トン）タンクを設置中（4 
基設置済，1基設置中（今月中旬に完了予定））。

（排水基準を超えるもの）


 
4000トンノッチタンク群に移送。 （昨年10月には地下貯水槽も利用）



 
雨水中の放射能を浄化し，排水基準以下にできる設備（RO装置）を設置。

同装置について、特定原子力施設実施計画認可申請のためのヒアリング実施

 中（1／22申請予定）。



 
同設備について実施計画認可に必要な補強（タンク内コーティング，ＰＥ管化

 等）を実施中。


 
並行して，同装置の性能確認のためのデータを積み重ねる試験を継続実施中。

堰内の水位監視


 
堰コンクリート打ち継ぎ目等からの漏えい発生を受け，堰内雨水に係る水位測

 定精度を向上（測定ポイントの厳格な統一），水位傾向監視プロセスを策定（判

 断基準を明確化）。
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２．堰内溜まり水貯留タンクの設置状況について

降雨に伴うタンクエリア堰内の溜まり水を貯留するため、9基の500トンタンクを設置中

 （うち4基は後述の雨水浄化装置のために使用）

 昨年末までに8基を設置済みであり、残り1基は1月中旬設置完了予定
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３．雨水浄化装置全体構成

（特定原子力施設実施計画認可申請のための補強策）

-

 
５００トンタンク

 
：

 
タンク底面コーキング，堰設置，水位計設置

-

 
RO装置本体

 
：

 
堰設置，漏えい検出器設置

-

 
配管

 
：

 
ＰＥ管化（RO濃縮水の移送部は、二重耐圧ホース化）
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４．堰内溜まり水の水位状況

台風27号（10/20）以降の堰内水位変化状況
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【参考】現状の堰内溜まり水（雨水）の運用
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【参考】モバイルＲＯ雨水処理装置（今回新設）
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【参考】遊休ＲＯ雨水処理設備
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【参考】地下貯水槽に貯蔵中の雨水浄化試験の設備概要
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【参考】設備設置位置図（概略）
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No.No.1313

側溝放射線モニタの状況について

39



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝モニタ（C排水路モニタ）の運用に関する当初スケジュール

平成25年 平成26年

11月 12月 １月以降

C排水路モニタ

・据付工事

・機器調整

・試運用

・本運用

データ蓄積・警報設定

12/12

警報設定値検討などのために試運用を行い、

 データ蓄積を実施してきたところ、改善事項

 が確認されたため、本運用開始時期を見直す。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝モニタ（C排水路モニタ）の運用に関するスケジュール

平成25年 平成26年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

C排水路モニタ

・据付工事

・機器調整

・試運用

・原因調査

・対策実施

・本運用

データ蓄積・警報設定

12/12
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタの通水状況（γ線モニタ、β線モニタ）

側溝放射線モニタ（γ線モニタ）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

12/12 12/17 12/22 12/27 1/1 1/6 1/11 1/16

γ
放
射
能
濃
度

0

4

8

12

16

20

雨
量

A

B

雨量

(Bq/L) (mm)

12/17側溝の給水

管入口ゴミ清掃

降雨後、指示値が

高め安定

12/24給水管入

口の清掃実施

降雨後、指示値が

高め安定

側溝放射線モニタ（β線モニタ）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

12/12 12/17 12/22 12/27 1/1 1/6 1/11 1/16

β
放
射
能
濃
度

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

雨
量

A
B

雨量

(Bq/L) (mm)

12/17側溝の給水

管入口ゴミ清掃

降雨後、指示値

が高め安定

12/24給水管入

口の清掃実施

12/25Ａ系実液校正

12/26Ｂ系実液校正

降雨後、指示値が

高め安定

原因調査（測

 定タンク洗

 浄）により低

 下

原因調査（保

 護管清掃）に

 より低下
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタの概要と通水後の各部の状況

上記が２系統ある。

ガンマ線モニタ

サンプル

 
ポンプ

（海側）

集水枡

排
水
路

堰

測定タンク

→

排水ライン

給水ライン

沈降槽

ベータ線モニタ

異物混入防止カバー

β線測定タンクブロー水

沈降槽内部状況

入口(集水枡より) 出口(測定タンクへ)

細かな泥

採水部

 
(浮遊物

 
質あり)

沈降槽外見
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタ指示値上昇の原因と対策

状況 原因
モニ

 タ
対策案 工期

降雨等の後

 にBG指示

 値が上昇し

 たまま低下

 しない

泥等の

 堆積
β線 ・測定タンクの内部形状注１）を変更し、測定タ

 ンク内の蓄積を減らす。

・沈降槽、集水桝等の追加・形状変更などによ

 り泥の沈降を強化することで測定タンクへの

 泥の流入を減らす。

・ろ過水などによる洗浄機能を追加注２）する。

2．5ヶ月

2．5ヶ月

2．5ヶ月

γ線 ・側溝、集水桝での泥の沈降を強化することで

 測定タンクへの泥の流入を減らす。

・定期的なモニタ保護管（塩ビ管）の清掃。

・データ監視方法を検討し、監視機能のソフト

 ウェア改造を行う。

2．5ヶ月

－

１ヶ月

注１）形状検討のため、測定タンクの膜を開け、付着状態の確認調査を行う。
注２）ポンプ流量を増やして指示値の低下効果を確認調査する。

その他懸念事項 BG上昇、及び採水時間差があるため定量が困難であるが、実排水の手分析

 とモニタの放射能濃度に違いがある可能性がある。

⇒通水試験を行い、BG上昇、天然核種などの影響を確認していく。

今後調査（１週間程度）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタの通水状況（γ線モニタ、給水管入口水Cs-134/137）

側溝放射線モニタ（γ線モニタ）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

12/12 12/17 12/22 12/27 1/1 1/6 1/11 1/16

γ
放
射
能
濃
度

0

4

8

12

16

20

雨
量

A

B

雨量

(Bq/L) (mm)

12/17側溝の給水

管入口ゴミ清掃

降雨後、指示値が

高め安定

12/24給水管入

口の清掃実施

降雨後、指示値が

高め安定

側溝放射線モニタ　給水管入口水（Ｃｓ１３４／１３７）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

12/12 12/17 12/22 12/27 1/1 1/6 1/11 1/16

放
射
能
濃
度

Cs-134検出限界値
Cs-137検出限界値
Cs-134
Cs-137

（Bq/L）

45



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタ（β線モニタ）
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側溝放射線モニタの通水状況（β線モニタ、給水管入口水全β）

原因調査

 （測定タン

 ク洗浄）に

 より低下
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

側溝放射線モニタの通水状況（γ線モニタの指示値、差分）

前１０分との差分を監視す

 
ることで、土砂等の堆積に

 
よるＢＧ上昇影響が緩和さ

 
れ、排水中の放射能挙動を

 
明瞭になる。

差分監視、又はＢＧ設定

 
頻度変更を行うために、

 
ソフトウェア改造が必要

BG上昇すると差分の変動

 
幅が大きくなることにつ

 
いては、定期的な清掃で

 
BG低減する
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No.15

1～4号機サブドレンピットの水質調査結果について
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浄化作業実施後のピットの水質調査

新設観測井の掘削・水質調査

復旧する全ての既存ピットおよび

新設ピットの水質調査

既
実
施

今
回

ピットの浄化作業による水質改善効果の確認、

浄化設備の必要性を確認

建屋周囲の地下水の水質を把握

サブドレン浄化設備性能の妥当性確認

①

②

③

背景および目的



 
現在１～４号機サブドレンの復旧を進めているところであり、これまでに、一部

 のピットにおいて浄化試験および水質調査を行ってきた。



 
11月27日より、サブドレン浄化設備性能の妥当性確認を目的として、復旧予定

 である１～４号機の全ての既設サブドレンピット30箇所を対象に、ピット内溜

 まり水の水質調査を実施。



 
今回、既設30箇所のうち、現状で採水が可能な25箇所、および新設13個所の

 うち6箇所について、水質調査結果が取りまとまった
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既設サブドレンピット（過去にピット浄化試験を実施）

既設サブドレンピット

新設サブドレンピット（参考）

Ｎ
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建屋 ピット Cs-134 Cs-137 全β H-3 Sb-125

既
設
ピ
ッ
ト

１号機 68 180 300 96,000 ND

6.1 17 42 490 ND

800 2,100 3,100 450 ND

270 720 1,100 250 35

２号機 140 340 690 3,200 ND

150 350 490 2,700 ND

27 64 140 2,500 34

160 360 590 3,000 ND

110 270 550 1,300 ND

37 84 200 1,600 ND

45 100 200 750 ND

51 130 230 530 ND

72 190 340 190 ND

230 440 880 210 ND

３号機 10 24 55 650 12

4.7 10 18 ND(2.8) ND

25 68 68 55 ND

330 800 720 800 ND

－ － － － －

－ － － － －

建屋 ピット Cs-134 Cs-137 全β H-3 Sb-125

既
設
ピ
ッ
ト

４号機 20 49 73 89 ND

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

11 28 ND(15) 680 ND

1.1 4.6 ND(15) 530 ND

2.6 9.3 ND(15) 590 ND

1.1 4.5 ND(15) 770 ND

27 59 83 250 ND

42 99 94 430 ND

新
設
ピ
ッ
ト
（
参
考
）

１号機 ND(0.97) ND(0.97) ND(12) 36 ND

ND(0.66) ND(0.71) ND(11) 110 ND

3.0 7.2 ND(21) 320 ND

4.8 12 62 320 32

－ － － － －

ND(0.75) ND(0.98) ND(15) 160 ND

2号機 － － － － －

1.3 2.7 ND(11) 55 ND

3号機 － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

4号機 － － － － －

－ － － － －
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１～４号機サブドレンピットの水質調査結果
単位：Bq/L

※採水期間：平成25年11月27日～平成25年12月9日
※「-」部分は今後、採水が可能となった段階で水質調査予定
※「ND」は検出限界値未満を表し、(

 

)内に検出限界値を示す
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考察



 
既設サブドレンピット内溜まり水において、低濃度の汚染が確認されているが、その

 値はこれまでに公表している既設サブドレンピット浄化試験結果と比較して、大きな

 違いはない。



 
既設サブドレンピット内溜まり水から検出された放射性物質は，震災直後に発電所構

 内で実施した土壌分析や、１～３号原子炉建屋上部におけるダスト分析においても検

 出されている。



 
新設サブドレンの水は周辺の地下水の水質と同等であると考えられ、その放射性物質

 濃度は既設サブドレンピットと比較して大幅に低い値となっている。



 
既設サブドレンで確認されている低濃度の汚染は、主に事故に伴い大気中に放出され

 た放射性物質が降雨等を媒体としてピット内に流入したものに起因すると推測される。

 ただし、一部で比較的高いトリチウムが観測されているピットもあるため、引き続き

 他の水質調査結果等も踏まえながらピット内溜まり水の汚染原因について検討してい

 く。

今回の水質調査結果より、サブドレンピット内溜まり水は、現在計画しているサブド

 レン浄化設備により浄化可能であると考えている。
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